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リーディングにおける「授業を英語で行う」工夫

１ 課題設定の理由

現行の学習指導要領にある「リーディング」という科目は、新学習指導要領ではなくなる。文

部科学省が示した科目変更のイメージ図によると、リーディングで扱っている内容は、「コミュ

ニケーション英語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」の中に含まれることになる。科目名にコミュニケーションという

言葉が付くということは、今後「コミュニケーション能力の育成」がますます重要課題となって

くるということであると考える。新学習指導要領ではコミュニケーション能力を育成するために、

「生徒が英語に触れる機会を充実するとともに、授業を実際のコミュニケーションの場面とする

ため、授業を英語で行うことを基本とする」と明記された。現在の授業では、教科書本文の内容

理解が授業の主な目的になっており、そのために使用する言語はほとんどが日本語である。学習

指導要領改訂の趣旨を踏まえ、生徒のコミュニケーション能力を育成するための一つの手段とし

て、英語で内容理解をするためにはどのような活動があるかをテーマとし、リーディングの授業

において本研究を行うことにした。

２ 生徒の実態及び仮説の設定

(1)事前アンケート

生徒の英語学習に対する意識を調査するため、５月下旬にアンケートを実施した。調査対象

は３年生 42 名で、主に文系の四年制大学への進学を希望する生徒が在籍するクラスである。

カリキュラムとしては、「リーディング」４単位と「ライティング」２単位を履修している。

＜実施したアンケート＞

１ あなたは英語が好きですか。

２ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で、最も得意なことは何ですか。

３ 「聞く」「話す」「読む」「書く」の中で、最も苦手なことは何ですか。

４ 英語を「聞く」ことに関して、どのようなことができるようになりたいですか。

５ 英語を「話す」ことに関して、どのようなことができるようになりたいですか。

６ 英語を「読む」ことに関して、どのようなことができるようになりたいですか。

７ 英語を「書く」ことに関して、どのようなことができるようになりたいですか。

＜アンケート結果＞

事例３

33%

67%

１ あなたは英語が好きですか

好き

嫌い

24%

9%

38%

29%

２ 「聞く」「話す」「読む」「書く」

の中で、最も得意なことは何ですか。

聞く

話す

読む

書く
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※以下の回答については主なものを抜粋

４ 英語を「聞く」ことに関して、どのようなことができるようになりたいですか。

・会話の内容を理解できるようになりたい。

・テストや模試のリスニング問題ができるようになりたい。

・単語を正確に聞き取れるようになりたい。

５ 英語を「話す」ことに関して、どのようなことができるようになりたいですか。

・外国人の方と会話ができるようになりたい。

・簡単な英会話ができるようになりたい。

・頭で考えたことを言葉で表現したい。

６ 英語を「読む」ことに関して、どのようなことができるようになりたいですか。

・読んでいる内容を理解できるようになりたい。

・英語の本や英字新聞を読めるようになりたい。

・速読ができるようになりたい。

７ 英語を「書く」ことに関して、どのようなことができるようになりたいですか。

・英作文ができるようになりたい。

・すらすら書けるようになりたい。

・多くの単語を使って書けるようになりたい。

日ごろ、授業で行っていることのほとんどが本文の和訳を中心とした内容の読み取りである

せいか、「読むこと」を得意としている生徒が多いことが分かった。２年次後半から、長文読

解の教材を週末課題等で学習してきたことも要因であると推測される。４技能のうち「書くこ

と」を苦手とする生徒が最も多く、次いで「話すこと」に苦手意識をもつ生徒が多いことが分

かった。対象の生徒は１年生の時から担当しているが、現在の「リーディング」の授業はもち

ろん、今までの授業においても「話す」活動や意見を「書く」活動が少なかったことがその一

因と考える。さらに、67％の生徒が英語が嫌いだと回答していることも踏まえ、授業改善の必

要性を感じた。

今回の調査は四年制大学進学希望者を対象としていることから、「聞く」「読む」「書く」

といった技能に関しては、「模擬試験等で点数がとれるようになりたい」という思いがうかが

える回答が多かった。「話す」ことに関しては、「英語で会話ができるようになりたい」と回

答する生徒が多かった。

(2)事前アンケートに基づく仮説

アンケートの結果から、以下の仮説を立てた。
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３ 「聞く」「話す」「読む」「書く」

の中で、最も苦手なことは何ですか。
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仮説１

教師が授業中にできるだけ多くの英語を発話し、英語でのインタラクションを増やしていけば、

生徒が英語に触れる機会が増え、英語によるコミュニケーションへの興味・関心が高まる。

仮設２

生徒が得意と感じている「読むこと」を中心とした活動と、苦手意識の強い「書く」活動を統

合的に指導することで、自分の意見を伝える能力が伸長する。

(3)到達目標

現行の学習指導要領の「リーディング」の目標は、「英語を読んで、情報や書き手の意向

などを理解する能力をさらに伸ばすとともに、この能力を活用して積極的にコミュニケーシ

ョンを図ろうとする態度を育てる」ことである。「リーディング」におけるコミュニケーシ

ョン活動とは、「書かれた情報や書き手の意向などを、場面や目的に応じて読み取り適切に

対応することを意味する。」と現行の学習指導要領解説に書かれている。コミュニケーショ

ン活動の例として、「まとまりのある文を読んで、書き手の意向などを理解し、それについ

て自分の考えをまとめたり、伝えたりする。」となっている。

新学習指導要領の趣旨を踏まえ、このようなコミュニケーション活動を英語で実施し、生

徒のコミュニケーション能力を伸長したいと考えた。まずは、上記の「まとまりのある文を

読んで、書き手の意向などを理解し」が指す内容理解を英語で行い、さらに、「それについ

て自分の考えをまとめたり、伝えたりする」と書かれているように、学んだことについて自

分の意見を伝える能力を身に付けさせることを到達目標とする。

３ 本研究の流れ

本研究では、ＡＢＣの三種類の活動を、３段階に分けて実施した。

活動Ａ リーディングの授業における導入に関する活動

活動Ｂ リーディングの授業における内容の確認に関する活動

活動Ｃ リーディングの授業における内容の定着に関する活動

＜具体的な実施内容＞

活動

段階
活動Ａ 活動Ｂ 活動Ｃ

Ⅰ
視覚教材を用いた oral

introduction 事例①

Ｔ/Ｆ Question やＱ＆Ａで内

容を理解する活動 事例①

topic sentence を抜き出す

活動(skimming) 事例①

Ⅱ
word matching および

scanning 事例②

Ｔ/Ｆ Question やＱ＆Ａを作

成する活動 事例②

作成した質問を用いたコミュ

ニケーション活動 事例③

topic sentence を用いて

summary を書く活動 事例②

Ⅲ 意見文を書く活動 事例③

４ 実践内容

(1)段階Ⅰ（６、７月）

これまで、和訳を中心とした授業を実施してきた。本研究では、最終的には英語でのアウト

プットを目指しているが、そのためにはまず英語のインプットを増やす必要がある。まずは教

師の英語の発話を増やすことにした。指示はもちろんであるが、本文を読み取る際もなるべく

英語を用い、インタラクションを図りながら内容を理解させる活動を効果的に取り入れた授業
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を実施することにした。

段階Ⅰの到達目標

活動Ａに関して ・教師の oral introduction を聞いて、本文の内容を理解することができる。

活動Ｂに関して ・本文に関する口頭でのＴ/Ｆ Question を通して、内容を理解できる。

活動Ｃに関して ・skimming で、各段落の topic sentence を抜き出すことができる。

使用教科書 Vivid Reading Lesson 2  A World Mystery ― The Nazca Lines（第一学習社）

(ア)活動Ａに関する事例① 視覚教材を用いた英語での oral introduction

教師の英語の発話量を増やすといっても、一方的な情報伝達にならないようにしなければ

ならない。また、英語を聞きとることに生徒を慣れさせる必要もある。これらのことに留意

しないと、生徒の授業へ取り組む意欲が低下してしまうこともある。そこで、生徒の興味・

関心を高めるために、視覚教材を用いながら oral introduction を行うことにした。プロジ

ェクタを用い、写真を提示しながら本文に関する英問英答を行った。スライドに本文に関す

る質問を提示しながら、英問英答を行うことで、活動の難易度を下げ、教師と生徒の両方の

英語の発話量を増やせるようにした。ペア活動を基本とし、教師の質問後、ペアで考える時

間を与えてから答えさせるようにした。また、最後に「どのように描かれたかを想像してみ

よう」という質問をし、これから学習する内容に興味・関心をもたせるようにした。（資料

１）

＜資料１＞

質問例

・Have you ever heard of the Nazca Lines or‘nasuka  
no chijoue’? 
・Where are the Nazca Lines? 
・Do you know where Peru is? 
・What are the Nazca Lines? 

・Try to guess how the Nazca Lines were drawn in pairs. I want you to think about it in  
English, but you can use Japanese if necessary. 

(イ) 活動Ｂに関する事例① Ｔ/Ｆ Question による内容理解

これまでも生徒に本文の内容を理解させるために、日本語でのＱ＆Ａは実施してきた。し

かし、英文を読みながら質問に答えるのではなく、日本語訳を読みながら答えている生徒が

Q. 1  What are these? Q. 2  Where is Peru? 

Ｌｅｓｓｏｎ 2
A World Mystery

? The Nazca Lines

Q. 3  What is this? Q. 4  What is this? Q. 5  What is this?

The Nazca Lines



多く、英文読解というよ

触れる機会を増やす」た

を実施した。生徒が少し

的な指導を心がけ、まず

を確認した後に行うので

本語で内容を確認し、再

解しやすい箇所や意味が

効的であることが分かっ

を行った。基本的な授業

―基本的な指導手順―

ｱ) 本文を目で追いながら

ｲ) 教師が英語でＴ/Ｆ Qu

ｳ) ペアで答えを確認させ

ｴ) 日本語で本文の内容を

ｵ) 教科書を閉じさせ、も

ｶ) 自分で考えた最初の答

を確認させ、本文にア

ｷ) 音読をする。

Lesson 2 (Part 1)のＴ/Ｆ Que

1. If you fly over the Nazca plain, you see 
on the ground.  

2. We can understand what all 
3. All the lines are as narrow as six inches.
4. Some lines run for many miles.
5. Some lines may be as wide as 100m.
6. The Nazca people remove

placed them in patterns.
7. To reveal the light pink soil

swept the desert's thin brown surface layer of soil.
8. These light-colored Nazca Li

many centuries, because the area
not likely to change. 

(ウ) 活動Ｂに関する事例②

生徒はＴ/Ｆ Question

らも、Ｔ/Ｆ Question の

語の発話量は増えるが、

すい質問を作成すること

た生徒だけが答えるので

際には、教師が質問し、

ス全体で口頭で答えると

Lesson 2 (Part 3)のＱ＆Ａ例
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よりは、日本語訳の確認のような作業になって

ため、英文を読みながら英語で質問に答え、内

しずつ英語を聞くことにも発話することにも慣

ずは、Ｔ/Ｆ Question を実施した。これまでの

ではなく、最初にＴ/Ｆ Question を実施し、そ

再度同じＴ/Ｆ Question を行った。生徒が内容

がとりにくい箇所について質問するようにした

ったため、難しい箇所は絵（資料２）を提示し

業の流れは以下の通りである。

らＣＤによるリスニングをさせる。

estion をする。

せる。

を理解させる。

もう一度同じＴ/Ｆ Question をする。

答えが合っていたかどうか、もし違っていたら

アンダーラインを引かせる。

＜資料２＞

estion の例

plain, you see a few drawings

all of the drawing mean.  
w as six inches.
miles.

de as 100m.
ed dark surface stones and 

oil, the Nazca people ran and 
own surface layer of soil.

a Lines have not changed for 
the area is wet and climate is 

Ｑ＆Ａによる内容理解

に積極的に取り組んでいた。そこで、Ｔ/Ｆ Q

の後に英語によるＱ＆Ａを取り入れた。Ｔ/Ｆ Q

生徒の発話量が増えないためである。留意し

と、答えとなる英文の難易度を上げすぎない

では、生徒の発話量を増加させることができな

まずはペアで答え合わせをし、その後教師が

いう形にした。

いた。「生徒が英語に

内容を理解していく活動

慣れていくように、段階

ように、日本語で内容

の後今までのように日

容を把握していく際に誤

た。また、視覚教材が有

しながらＴ/Ｆ Question

どこを読み違えたのか

Question を実施しなが

Question では教師の英

した点は、生徒が答えや

いことである。指名され

ないため、答え合わせの

もう一度質問し、クラ
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1. Could the Nazca people see the figures from the air?  
― Why? 

2. How old are the drawings? 
3. There are many explanations. There are two examples that the figures were made.  

①For what could land safely on the ground?   
 ②Why did the Nazca people build ballons? 

 Which explanations do you believe? Ask each other in pairs. 
4. Who is one of the first modern researchers to become interested in the Nazca figures? 

 5. Did he think that the lines were “the largest astronomy book in the world”? 
6. What did he believe? 
 ―Please explain “astronomical alignments” in Japanese. 
7. Could he show his theory completely? 
8. Who took up the work after his death? 

 ―What is her job? 
 9. What did she work out? 

―Were they accepted by other scientist?
10. Other scientists didn’t accept her calculations, because there is a problem. Can you guess 

what it is? ＜資料３＞ 

(エ) 活動Ｃに関する事例① 各パートの

topic sentence を利用した summary 作成

(skimming)

事前アンケートでは、「書くこと」が苦

手と答える生徒が一番多かった。しかし前

述の通り、学習指導要領のリーディングの

言語活動である「まとまりのある文を読ん

で、書き手の意向などを理解し、それにつ

いて自分の考えをまとめたり、伝えたりす

る。」ためには、英文を書く必要がある。

そこで、ワークシート（資料３）を用いて、

topic sentence を抜き出させ、それを利用

して summary を書かせることで「書く」活

動へとつなげるようにした。ただし、段階

的指導が必要であると考えたため、初回は

穴埋め形式の summary にした。生徒の様子

を見ながら、徐々に英文を skimming できる

ように指導した。

(オ) 段階Ⅰの研究内容の考察

教師が意図的に授業中の英語の発話量を増やすことで、生徒の英語の発話量も確実に増え

てきた。教師が日本語で話しかければ、生徒は日本語で答える。しかし、教師が英語で問い

かければ、生徒は何とかして英語で答えようとする。そのような言葉のやりとりの場面が授

業中に多くみられるようになった。細かな英文解釈、文法説明などは日本語で行った。生徒

に英語でコミュニケーションを図ることに対して意欲をもたせる必要性を感じ、様子を見な

がらであるが、徐々に英語の発話量や、英語でのやりとりの場面を増やした。英語で授業を
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行う際に一番問題であると感じたのは、生徒の語彙力の不足である。生徒は、言いたいこと

があっても言えない、伝えたいことがあっても伝える語彙がない、という状況であった。ま

た、「書くこと」に対しては、まだまだ意欲的に取り組むことができない場面も多くみられ、

指導の改善が必要であった。到達目標ごとの考察は以下の通りである。

・活動Ａの到達目標の達成状況

英語だけで本文を導入するのではなく、ＰＣやプロジェクタを使用して英語で授業の導入を行

うことは、効果的な方法であった。スクリーン上の画像を指しながら質問したり、そこから考え

られる補足的な質問をしたりすると、生徒は顔を上げて聞くことになり、顔を合わせてスムーズ

な英語によるやりとりができた。生徒の反応もよく、視覚教材の有用性を改めて感じた。視覚教

材を補助教材として使用することで、「教師の oral introduction を聞いて、内容を理解するこ

とができる」という到達目標は達成された。

・活動Ｂの到達目標の達成状況

指示も含めて英語でのＴ/Ｆ Question による内容理解の活動を実施したところ、生徒は抵抗な

く活動していた。今回は、同じＴ/Ｆ Question を本文理解の前と後の二回行ったが、特に、本文

確認後に再度Ｔ/Ｆ Question を行うことで、自分が勘違いしていたことに気付く生徒もいた。ま

た、ペアと正解の数を競い合うなど、活動に主体的に取り組む生徒が多かった。「本文に関する

口頭でのＴ/Ｆ Question を通して、内容を理解できる。」という到達目標は達成された。

生徒はＴ/Ｆ Question に意欲的に取り組んでいたため、英語でのＱ＆Ａを実施した。しかし、

英語で質問されたことについて、英語で情報を整理し、英語でそれを伝えるという作業は、やや

難易度が高かったようだ。そこで、易しい表現で言い換えたり、一度英文を書いてから答えさせ

たりと、段階的な指導を心がけながら、教師が根気強く取り組むことで、生徒も徐々に慣れ、英

語で何とか解答することができるようになってきた。

・活動Ｃの到達目標 の達成状況

リーディングという授業の特質を考えて、本文の

内容理解を目標とし、そのための一つの手段として

summary を書く活動を実施した。各パートの topic

sentence をつなげて簡単な summary を作成するとい

う活動内容であったが、topic sentence を抜き出す

ことに苦労していた生徒がいた。さらに、topic

sentence を抜き出すことができても、多くの生徒が、

それらをつなぐことができないという問題点が出て

きた。そこで、生徒の書く意欲を損ねないように、

語と語、文と文をつなげるため接続詞と前置詞を確

認するワークシート（資料４）を作成した。ワーク

シートを活用することで、topic sentence をつなげ

るための手だてが見つかり、取り組みやすくなった

ようである。「skimming で、各段落の topic

sentence を抜き出すことができる。」という到達目

標は、ワークシートを用いたり、穴埋め形式を用い

たりすることで、何とか達成できた。

＜資料４＞
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(2)段階Ⅱ・Ⅲ（９、10 月）

(ア)段階Ⅰの考察に基づく改善工夫

段階Ⅰでは、生徒の英語でのアウトプットを目指し、英語のインプット量を増やす工夫を

した。授業の雰囲気作りを大切にし、英語でのやりとりがしやすくなるよう留意した。生徒

も、英文を読み、英語で考えるという作業には慣れてきた。しかし、自分の意見をまとめる、

考えたことを英語で相手に伝え理解してもらうという段階までは到達できなかった。英語で

授業を行ったり、英語で様々な活動を行ったりする際に一番課題であると感じたのは、生徒

の語彙力が不足していることである。また、Ｔ/Ｆ Question やＱ＆Ａでは、教師からの英語

でのインプット量が増えることと、英語で考える作業が入ることは利点であるが、生徒の英

語でのアウトプットが少ないことが課題であった。段階Ⅰでは、教師によるＴ/Ｆ Question

やＱ＆Ａに生徒は解答するだけだったため、教師１対生徒 40 のやりとりが多くなってしま

い、十分なインタラクションが図れていなかった。生徒自身にＴ/ＦQuestion やＱ＆Ａの問

題を作らせ、それを生徒同士で質問し合うという活動を取り入れるなどの改善が必要である

と感じた。さらに、段階Ⅰではワークシートを用いて topic sentence を抜き出し、穴埋め形

式での summary を書かせてみたが、徐々に穴埋めではなく生徒自身に書かせるような段階的

な指導をしてくことにした。また、生徒の中には英語に自信がない者がいるので、ペアワー

クやグループワークなども取り入れる工夫をしていく必要がある。

段階Ⅱ・Ⅲの到達目標

活動Ａに関して

・導入（新出単語、本文の内容）において、英語での word matching をすることで語彙力をつ

ける。

・与えられた英語での問いに対して scanning をすることで、内容を理解することができる。

活動Ｂに関して

・本文に関する T/ＦQuestion やＱ＆Ａを作成し、それを基にコミュニケーション活動すること

ができる。

活動Ｃに関して

・topic sentence を抜き出して summary を書くことができる。

・本文の中で最も印象に残った文を抜き出し、その理由を書いて相手に伝えることができる。

使用教科書 Vivid Reading Lesson 3  She Helped Abolished slavery （第一学習社）

(イ) 活動Ａに関する事例② word matching による新出単語の導入

生徒の語彙力不足を補うための活動として、ワークシート（資料５）を用いて、新出単語

の導入において英語で word matching させた。これまでは日本語で意味を確認していたが、

新出単語と簡単な英語で言い換えた文章をマッチングさせることで、新出単語の意味を英文

の説明から推測させた。答え合わせをする際は、まずはペアで確認させ、教師が英語の説明

文を読み、“What does this sentence mean?”と問いかけ、生徒が英語で答えるという流れ

にした。最後に、自分ができなかったところや、意味が不確かだった単語を、辞書を使って

確認させた。定着につなげるために、次の授業では復習としてワークシートなしで同じ活動

を行った。また、教師が問いかけ生徒が答えるだけではなく、ペアワークでも実施した。

困っている相手に一生懸命に英語でヒントを出す姿が見られた。
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(ウ) 活動Ａに関する事例③ scanning に ＜資料５＞

よる本文の導入

必要な情報を探しながら本文を読むとい

う scanning の手法を用いて、本文の導入を

行った。各パートごとの質問をあらかじめ

ワークシート（資料５）に与えておき、そ

の質問の答えを探しながら本文を読んでい

く活動を行った。質問は、生徒が誤解しそ

うな箇所や、ポイントとなる箇所から出題

した。生徒はまず質問を正確に理解する必

要があるため、質問事項はペアワークで確

認させた。英語で要点をつかむ作業である

るため、topic sentence を探す際の手がか

りになったようである。また、ある程度の

量を時間内で読まなければならないので、

速読の練習にもなったようだ。生徒は意欲

的に取り組み、その後の内容理解のための

Ｔ/Ｆ Question やＱ＆Ａにスムーズに移

行できた。

(エ) 活動Ｂに関する事例② 英語でＴ/Ｆ Question やＱ＆Ａを作成する活動

段階Ⅰでは、教師によるＴ/Ｆ Question ＜資料６＞

やＱ＆Ａを実施したが、課題として生徒の

の発話量が少ないことが挙げられた。そこ

で、本文の内容理解の前のＴ/Ｆ Question

やＱ＆Ａは教師が行ったが、内容理解後は

ワークシート（資料６）を用いて、生徒に

Ｔ/Ｆ Question やＱ＆Ａを作成させた。本

文のポイントだった箇所や、理解するのが

難しかった箇所を質問するように指導し

た。また、本文と全く同じ表現ではなく、

少し表現を変えるように指示した。最初は

戸惑っている生徒もいたが、教師のＴ/Ｆ

Question やＱ＆Ａがヒントになることを

伝えると、それらをより注意して聞いた

り、メモをとったりしていた。慣れてくる

と、わざとひっかける質問を作成したりし

て、生徒なりに工夫して楽しく活動してい

た。基本的にはペアワークとした。

(オ)活動Ｂに関する事例③ 作成したＴ/Ｆ Question やＱ＆Ａ用いたコミュニケーション活動

活動Ｂに関する事例②で、生徒にＴ/Ｆ Question やＱ＆Ａを作成させた。それを生徒同

士で出題したり答えたりすることで、生徒同士が英語でインタラクションを図る活動をし

た。英語に苦手意識をもっていたり、思うように質問が作れなかったりする生徒がいるので、

最初はペアワークとした。ただ質問を読みそれに答えるのではなく、ヒントを出すなどして、



相手が答えやすいように

たため、何とか英語で相

力しながら活動している

人が出題し、三人が速さ

問を聞き、「そういう質

られ、生徒たちは積極的

(カ)活動Ｃに関する事例②

活動Ｃに関する事例①

topic sentence を抜き出

それを自分の力でつなげ

語を書くことに苦手意識

抜き出した文をつなげて

さの英文を書けるように

した。ワークシート（資

topic sentence を抜き出

を作成させた。基本的に

ながら活動させた。作成

交換させ、生徒同士で添

添削する際には、よい箇所

間違っている箇所や気に

ラインを引かせた。青の

提出前に、再度自分で書

(キ)活動Ｃに関する事例③

topic sentence をつな

何回か実施することで、

抗感が減り、書く量も増

った。topic sentence を

ことで、内容理解が深ま

動においても日本語訳に

ようになってきた。そこ

を用いて、各パートの中

残った文を抜き出させ、

ことなどを書かせる活動

とはできても、その理由や

生徒にとっては難易度の

うことを英語で表現でき

そこで、どう表現してよ

語で書いてもよいという

れている部分は、教師が

るようにした。

(ク)段階Ⅱ・Ⅲの研究内容の

段階Ⅰで課題と感じた
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に出題するよう工夫させた。また、活動中は日

相手に伝えたり、相手の言いたいことを理解し

る生徒が多かった。慣れてからは、四人のグル

さと正確さを競いながら解答するという活動

質問があったかあ」「その質問上手い！」な

的に取り組んでいた。

各パートにおける topic sentence を用いた

①の発展形である。生徒は ＜資料７＞

出せるようになってきたので

げて summary を作らせた。英

識が強い生徒たちであるので

ていくことで、ある程度の長

にし、自信をもたせるように

資料７）を用い、まずは

出させ、それを基に summary

にはペアワークとし、相談し

成した summary は別のペアと

削をさせた後、提出させた。

所に赤のアンダーラインを、

になる箇所には青のアンダー

のアンダーラインの部分は、

書き直しをさせた。

最も印象に残った文を選び自分の意見を書く

なげて summary を書く活動を ＜資料８＞

英文を書くことに対する抵

増え、書くスピードも速くな

を正確に抜き出す作業をする

まり、Ｑ＆Ａのような他の活

に頼らずに英文を見て考える

で、ワークシート（資料８）

中から生徒自身が最も印象に

その理由やそこから考えた

動を行った。文を抜き出すこ

や意見を英語で書くことは、

の高い活動であり、自分が思

ずにいる生徒が多かった。

よいか分からないときは日本

ことにした。日本語で書か

が添削する際に英語で表現す

の考察

たのは、「読む」ためにも「書く」ためにも生

本語の使用を禁止にし

しようとしたりして、協

ループでの活動にし、一

にした。他の生徒の質

どと、学び合う姿もみ

summary 作成の活動

活動

生徒の語彙力が不足し
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ていること、教師からのインプットは増えても、生徒のアウトプットが不足していること、

まとまりのある英文を書くことが難しいこと、の三点である。この課題を解決するために、

段階Ⅱ・Ⅲでは、様々な指導を行った。英語で質問をする際も必ず補足質問を加えたり、

“What do you think?”という質問を頻繁に投げかけたりした。ペアワークやグループワーク

も多く取り入れ、生徒同士のやりとりを増やしたり、分からないところは教え合ったりでき

る雰囲気を作った。また、「書く」ことに関する活動も多く取り入れた。リーディングの授

業であるので、読んだ内容に関して何かを書くという活動が多かったが、「書くこと」自体

に関する抵抗感は少し払拭でき、書こうという姿勢が見られるようになった。しかし、書い

た英文の正確さという観点で考えると、まだまだ指導が必要であると感じた。到達目標ごと

の考察は以下の通りである。

５ 検証とまとめ

(1)事後アンケートによる検証

これまでの活動を振り返るために、11 月に事後アンケートを前回と同じ内容で、同一の集団

を対象に行った。結果は以下の通りである。

・活動Ａの到達目標の達成状況

生徒の語彙力不足の問題について改善を図るため、授業の導入で word matching の活動を取り

入れた。単語の意味を日本語ではなく英文で理解させる形式にしたが、生徒は英文中の語句につ

いても推測しながら、意欲的に取り組んでいた。また、これまでは topic sentence を探すこと

で本文の大意把握を行っていたが、今回は英語で先に問いを与え、その答えを探すという方法に

した。生徒は、scanning しながら、必要な情報を探しながら英文を読んでいた。到達目標は概ね

達成できた。

・活動Ｂの到達目標の達成状況

生徒のアウトプットを増やすことを目標に、本文の内容理解を深めるためのＴ/Ｆ Question や

Ｑ＆Ａを生徒自身に作成させた。教師からのＴ/Ｆ Question やＱ＆Ａを継続して実施してきたた

め、生徒にとっては取り組みやすい活動であった。最初はパターン化された質問であったが、徐

々にいろいろと工夫を凝らした質問を作成できるようになった。作成した質問は、最初はペアで、

次はグループで質問し合ったが、楽しそうに活動しており、目標であった生徒同士の英語でのイ

ンタラクションを増やすことができた。

・活動Ｃの到達目標の達成状況

summary を書くという目標に対して様々な活動を行ってきたが、英文を書くこと自体に苦手意

識をもつ生徒が多く見られた。しかし、ペアワークやグループワークで実施することで他の生徒

と相談したり、話し合ったりして、前向きに取り組んでいた。生徒の「書く」意欲を喚起できた

という点においては有意義な活動であるが、生徒のやる気を持続させる工夫が必要である。

印象に残った文を探す活動では、本文を各自でじっくり読んでいる様子が見られた。自分で文

を選ぶことができても、理由や意見を書くということになると、モデルになる文章がないため戸

惑っている生徒も多かった。書きたいことはあっても英語で書くだけの語彙力や文法力が不足

し、「○○は何というのですか」という質問が多く出た。今回は生徒自身の感想を文章化するこ

とに重点を置き、文法的なことは気にしなくともよい、どうしても英語で表現できないところは

日本語を使用してもよい、という指示を与えたことで、少し気を楽にして活動に取り組めるよう

になった。理由を書かせる活動においてはさらに指導の改善が必要であり、今後の課題である。
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＊以下は主なものを抜粋

４ 英語を「聞く」ことに関して、どのようなことができるようになりたいですか。

・会話の内容を理解できるようになりたい。

・相手が言ったことを理解してあげたい。

・リスニングテストで満点が取れるようになりたい。

５ 英語を「話す」ことに関して、どのようなことができるようになりたいですか。

・片言でも相手に伝わる程度に話せるようになりたい。

・会話ができるくらいになりたい。

・自分の言いたいことを言えるようになりたい。

６ 英語を「読む」ことに関して、どのようなことができるようになりたいですか。

・入試の長文問題に対応できるようになりたい。

・辞書がなくてもすらすらと読めるようになりたい。

７ 英語を「書く」ことに関して、どのようなことができるようになりたいですか。

・入試に対応できるくらいになりたい。

・長い文が書けるようになりたい。

・理由や意見を書けるようになりたい。

６月のアンケートでは 67％の生徒が英語は嫌いと回答していたが、今回のアンケートでは結

果が逆転し、57％の生徒が英語が好きと回答した。理由は二つ考えられる。一つ目は、様々な

活動を通して教師が授業中にできるだけ英語を発話し、英語でのインタラクションを意図的に

増やしたことで、英語を話す雰囲気ができ、英語に対する苦手意識がなくなったからだと推測

できる。二つ目は、訳読式の授業では、生徒は受け身であったが、活動を取り入れることによ

って自発的に授業に取り組むようになったからだと考える。また、英語によるやりとりを取り
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33%
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好き 嫌い
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入れた活動、コミュニケーション活動を数多く実施したことで、前回と比べて、「話す」こと

が得意だと答えた割合が増加した。しかし、それに比例して「話す」ことが苦手だと答える割

合も増加したことは、英語を話すことに抵抗がなくなってきた反面、その難しさを実感したか

らだと考える。また、生徒の意識の変化は、問４から問７の４技能に関してどのようなことが

できるようになりたいか、という問いに対しても見られる。特徴的なことは、それぞれの技能

において、授業中に取り組んだ活動を通して感じたことが多くなり、具体的な目標をもつよう

になったことだ。思うように活動ができなかった悔しさなどが、もっとできるようになりたい

という向上心につながったと考えられる。

(２)まとめ

今回の授業研究にあたって仮説を二つ設定した。

仮説１に関しては、今までの活動の様子やアンケート結果から概ね立証できたと考える。教

師が英語で問いかければ生徒は英語で答え、日本語で問いかければ日本語で答える。つまり、

授業中に教師ができるだけ英語を発話することで、生徒も英語を話すことへの抵抗が減り、教

師対生徒、生徒対生徒のインタラクションは増える。そうすることで、授業は活発になり、生

徒は積極的に授業に取り組むようになる。そのような授業を継続して実施することで、生徒の

英語に対する苦手意識の減少し、英語でやりとりをしたいという姿勢が見られるようになっ

た。

この研究では、リーディングという教科の目標から、「読むこと」と「書くこと」の統合的

な指導をすることで、自分の意見を伝える能力を身に付けさせたいと考えた。これが仮説２か

ら導かれた到達目標であった。読んだことに関して何かを書くという作業を継続して実施して

きた。最も留意したことは、生徒に「書きたい」と思わせることであり、「書く」必要性を認

識させたことである。なぜ英文を書くのか、それは読んだ英文の内容を明確にし、自分なりの

意見をもち、それを相手に伝えるためであるということを、活動を通して何度も経験させた。

英文を書く機会を多く設けることで、生徒の書くことへの抵抗感を減らすことができた。段階

的指導を心がけたが、難易度があがると生徒の自主的、自発的な取組が減少してしまう場面も

みられ、指導改善の必要性を感じた。

今回の研究を通して得られたことは、教師、生徒双方の意識を少し変えることで、授業がコ

ミュニケーションの場面になるということである。今回は約半年という短い期間での研究であ

ったが、それでも、英語での授業を心がけることで様々な効果が得られた。未解決の課題や反

省すべき点も多く残っているが、それらを踏まえた上で、今後の授業を改善をしていきたい。
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